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＜「Art Platform Japan」立ち上げの背景＞ 

「文化庁アートプラットフォーム事業」は，日本における現代アートの持続的発展を目指し，現代アート関係者の意見

を幅広く集約し，日本人及び日本で活動する作家とその作品が国際的な評価を高めていくための取組等を推進する

ものです。ステアリングコミッティーとして「日本現代アート委員会」（座長：片岡真実 森美術館館長）を設置し，実

践的研究を進めるための国際的な専門家ネットワーク構築に取り組むとともに，日本における現代アートに関する重

要なテキストの翻訳や全国の美術館を横断した作品情報のデータベース構築，ウェブサイト等を活用した国内外への

発信に向けた取り組み，若手作家を含めた日本におけるアーティストの国際な活動を後押しする活動を行います。 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/artplatform/index.html 

「日本はこれまでも，国際的にも評価の高い優れたアーティストを輩出してきており，特に戦後は，欧米に次いで多

数の作家と作品を重層的に生み出してきましたが，日本の現代アートの価値付けや評価は，長らく欧米からの逆輸

入という形で行われてきました。日本の現代アートを取り巻く現場は，作家や美術館，研究者，キュレーター，ギャラ

リスト，コレクターなどの関係者・関係機関が個別に努力し支えてきましたが，それら関係者の活動を全体的に把握

し，必要な情報発信を行ったり戦略に基づいた支援を行うことができなかったため，資金調達や，人材育成等様々

な面で，限界や不都合が生じているのが現状でした。」（平成 26 年 10 月「現代美術の海外発信について「論点の整理」」より，一部

抜粋・要約） 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kondankaito/gendaibijutsu_kaigaihasshin/pdf/kentokai_ronri.pdf 

そのような歴史を背景に，文化庁アートプラットフォーム事業は 2018 年 5月始まりました。本事業では，様々な立

場の現代アート関係者の意見を反映することを重視しています。以下の個別の課題とその克服に向けた複合的な動

きを通して，世界における現代日本アートの評価向上に資するためのアート・エコシステムの形成に向けた役割や機能

を担うことを目指しています。 
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本ウェブサイト公開にあたり，日本現代アート委員会委員の談話を記載します。 

 

片岡真実（森美術館長／日本現代アート委員会 座長） 

現代アートがグローバルな共通言語となり，国や地域の枠組みを越えた美術館活動，研究，制作などが行われてい

る今日，国内におけるさまざまな芸術活動にも，それらがいかに世界や歴史と繋がっているのか，という意識が求めら

れています。日本の現代美術の持続的発展，国際的な評価の拡大などを目的に，日本現代アート委員会では，

2018 年度より，積年の課題だった国内美術館収蔵品のバイリンガル・データベース化，主要文献の翻訳，人的ネ

ットワーク構築のためのワークショップなどに取り組んで参りました。その成果を世界に向けて可視化するプラットフォームと

して，この度，ウェブサイト「Art Platform Japan」がローンチされたことは，目指すところの第一歩です。今後，この

サイトが継続的に更新され，物理的な渡航の有無に関わらず，日本の現代アートをこの広い世界，長い歴史と接

続し続けていくための重要な基盤となることを心から願っています。 

 

大向一輝（東京大学大学院人文社会系研究科 准教授／収蔵情報活用分科会 委員） 

組織横断型のデータベースを構築する際には，データ整備の体制作りと品質の確保が大きな課題になります。全国美

術館収蔵品サーチでは，各美術館の継続的なご尽力によって作成されたデータを，本事業に関わる専門家が自ら

汗をかいて整理することで，統合的な処理が可能になっています。これにより，システム全体の構成がシンプルになり，

短期間でのサービス提供につながるとともに，中長期的なデータの拡充についてもコスト面での予測が容易になりまし

た。また，検索機能のスピードが速い点は高く評価したいと思います。多様な収蔵品情報をさまざまな観点から探索で

きる環境から，新たな利活用の取り組みが生まれることを期待します。 

 

加治屋健司（東京大学大学院総合文化研究科 教授／日本現代アート委員会 委員） 

現代アートは，グローバルな状況の中で制作，展示，研究される機会が増えています。日本の現代アートもまた，そ

の歴史的な作品も含めて，こうした状況の中で注目を集めて議論の対象となりつつあります。国内美術館の収蔵品の

データベース，日本語で書かれた重要な文献，そして，日本の現代アートに関する様々な基本情報を英語で提供

したり，海外の専門家を交えて議論を重ねたりすることは，日本の現代アートの制作，展示，研究を活性化して豊

かにしていくものと考えます。こうした事業に持続的に取り組むことで，日本の現代アートが，その歴史や言説ととも

に，世界の現代アートとして評価されていくことを期待しています。 

 

 

 

 

＜ウェブサイト「Art Platform Japan」の主なページ＞ 

 
Art Platform Japan トップページ 
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全国美術館収蔵品サーチ「SHŪZŌ」：検索結果の例 

全国の登録博物館，博物館相当施設等のご協力を得て収集した美術館収蔵品データを様々な条件で検索可能。 

  
 

 
全国美術館収蔵品サーチ「SHŪZŌ」：詳細検索画面 

  
 

 

Texts ページ 

戦後美術を対象とした未英訳のテキストを英訳・PDF で公開。 
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Programs ページ 

本事業で開催したプログラムのアーカイブを順次掲載。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

<本件に関する報道関係お問い合わせ先> 

文化庁アートプラットフォーム事業 PR 担当 島林 

TEL：080-6589-1234  FAX : 03-6734-3816 

E-mail：press@bunka-artplatform.jp 


